
（別紙４）

〜 2026年 2⽉ 15⽇
（対象者数） 1 （回答者数） 1

〜 2026年 2⽉ 15⽇
（対象者数） 9 （回答者数） 9

〜 2026年 2⽉ 15⽇
（対象数） 1 （回答数） 1

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

多職種で訪問を実施したり、訪問後の職員間の振り返り・情
報共有をより丁寧に⾏い、より多⾓的な視点から助⾔ができ
るようにしていく。

2

訪問時以外にも情報共有をこまめに⾏うことで、関係機関で
の、より⼀貫性のある⽀援に繋げていく。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

保育所等訪問⽀援に介⼊している職員が限定されてい
るため、複数の職員が広く介⼊することで時間の調整
をしやすくする。

2

3

○事業所名 LEGONKids eit

○保護者評価実施期間 2026年 2⽉ 1⽇
○保護者評価有効回答数

2026年 2⽉ 1⽇
○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年 2⽉ 19⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 2026年 2⽉ 1⽇

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

訪問時間が限定的となってしまい、ニーズに合わせた⽀援が
難しいことがある

多機能事業所であるため、事業所での⽀援と並⾏して訪問⽀
援を実施している。そのため時間が限定的になってしまうこ
とがある

専⾨職による多⾓的な視点での評価や⽀援が可能 様々な視点から⽀援ができるよう訪問員を固定化せず、複数
の⽀援員が介⼊している。

利⽤者の特性やニーズをよく理解している職員が訪問⽀援を
⾏っている

訪問員が児童発達⽀援、放課後等デイサービスの⽀援員を兼
務しているため、利⽤者の普段の様⼦を理解した上で、訪問
先へアプローチを実施している。

保育所等訪問⽀援事業所における⾃⼰評価総括表公表


